
 

 

 

 

 

 

 

 

  ｎｅｗＯＤＦのＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ 
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１．概要 

 ｒａｎｄｏｍと方位に関して調べていると，ｎｅｗＯＤＦの挙動に不安がある事が分かり 

   本資料を纏めます。 

   ｎｅｗＯＤＦのバージョンが古いため、動作に不安があるが、最新バージィンで改善されていると思われ 

る。 

 

２．入力データ 

 資料「ｒａｎｄｏｍと方位の関係」と同一 

 ＭＴＥＸによる０．７＊（ｃｕｂｅ＋Ｇｏｓｓ＋ｃｏｐｐｅｒ＋Ｓ）＋０．３＊ｒａｎｄｏｍ 

 から作成した極点図 

 

 

反射極点図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．ｎｅｗＯＤＦによる解析 

３．１ ＷＩＭＶによる解析 

  

  

 

  



方位密度 

 

 

規格化方位密度 

 

 

 ほぼ解析結果は妥当と思われます。しかし、ｒａｎｄｏｍ＝３０％が２４％と計算されている。 
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４．コンポーネント解析 

４．１ ｃｕｂｅ，ｇｏｓｓ，ｃｏｐｐｅｒで解析 

  

 重要：煩雑であるが全ての方位に同一の指定を行う 

  

 

 

 

 



解析結果 

  

  ７０／４＝１７．５％ではない 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．２ｃｕｂｅ，ｇｏｓｓ，ｃｏｐｐｅｒ，Ｓで解析条件 

 

  重要：煩雑であるが全ての方位に同一の指定を行う 

   

 

 

 

 

 

 



解析後 

  

  ＶＦ％＝７０／４＝１７．５％が求まる 

 

 

 

 

 

 

 

 



５．Ｓ包囲指定なし（CCG）、あり（CCGS）の比較 

 

 

 

 含まれる全ての方位計算を行わないと正しいＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎが得られない。 

 全ての方位指定をないとその他の（S方位）がｒａｎｄｏｍに含まれる。 

 

 



６．方位を多めに登録すると 

  

 

  合計は７８％ 

  残りをｒａｎｄｏｍ３０％－＞２２％ 

 

 

 

 

 

 



７．比率を変えて評価 

 ODF=0.3* unimodalODF(Ori1,psi)+0.3* unimodalODF(Ori2,psi)+ 

 0.2* unimodalODF(Ori3,psi)+ 0.2* unimodalODF(Ori4,psi) 

 odf=0.7*ODF+0.3*randomODF 

 h = {Miller(1,1,1,CS),Miller(2,0,0,CS),Miller(2,2,0,CS)} 

rpf=calcPoleFigure(odf,h) 

 

Ｅｘｐｏｒｔ後、Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ、反射極点処理 

 

このデータは、 

 Ｃｕｂｅ，Ｇｏｓｓ ２１％ 

 ｃｏｐｐｅｒ，Ｓ  １４％ 

 ｒａｎｄｏｍ    ３０％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



解析結果 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８． Ｂｒａｓｓを追加した場合 

 

Ｂｒａｓｓも計算されるが、その他の方位のＶＦ％が微増する。ｒａｎｄｏｍが侵食されている 

 

 

 

 

 

 

 

 



まとめ 

 現在のバージョンでは、ＷＩＭＶ解析ではＭＴＥＸデータと相性が悪く、ｒａｎｄｏｍ検出が難しい。 

   更に、コンポーネント法ではｅｕｌｅｒ角度をＦｉｘしないと方位が発散してしまい解析が難しい。 

   このような条件下で正確なＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎｎｏ計算は、含まれる全ての方位の指定が重要。 

   ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙのＯＤＦの極方位サーチの併用を勧めます。 

  

 

 

 ＷＩＭＶ法で計算したＯＤＦ図から主たる方位を検出しコンポーネントで指定する。 

 


